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２０２０年４月８日 日本鉄道労働組合連合会 

４月８日、ＪＲ連合は、緊急国会議員懇談会と政党及び関係省庁にむけた要請行動を展

開（後日詳報）したことを踏まえ、「ＪＲ産業で働く全ての仲間の皆さんへ～みんなで力を

合わせて、この難局を乗り越えよう！～」と題したＪＲ連合初となるメッセージを発出し

た。要請文書を策定するにあたり、各エリア連合と密に連携し、グループ労組の実態も可

能な限り把握したうえで、「ＪＲ産業はこれからも日本を支え、地域を支え、人々の生活を

支え続ける使命があります。ゆえに、私たちＪＲ連合は、ＪＲをけん引する労働組合とし

て、責任を持ってＪＲ産業を守り、ＪＲ産業を支える全ての仲間の雇用を守り、そして、

ご家族の皆様とともにいつまでも安心して生活

が送れるよう、ＪＲ連合に加盟する全ての労働組

合と全力で取り組んで参ります。」と決意を表明。 

加えて、「多くの産業が事業を休止する一方、Ｊ

Ｒは引き続き人々の大切な足として事業を継続

します。感染拡大という不安がよぎる中でも、国

民のため、地域のため、今日も社会生活を支え続

ける多くの仲間がいます。そうした仲間に想いを

馳せ、ＪＲ産業で働く全ての仲間の安心のため

に、そしてＪＲ産業の明るい将来のために、みん

なで力を合わせて難局を乗り越えていきましょ

う。」と力強く呼びかけた。 

＜メッセージ全文はＪＲ連合ＨＰにも掲載中＞ 



ＪＲ産業で働く全ての仲間の皆さんへ 

みんなで力を合わせて、この難局を乗り越えよう！ 

 

ＪＲ産業で働く全ての仲間の皆さん、そして日頃からご家庭でお支え頂いているご

家族の皆さんに深く敬意を表します。 

 

すそ野の広い私たちＪＲ産業は、現在、新型コロナウイルスの感染拡大によりかつ

てないほどの苦境に立たされています。３月の鉄道利用は各社とも昨年に比べて大幅

に減少し、４月に入っても利用者減少に歯止めが掛かりません。ホテルや飲食、弁当

やお土産などの物販、バス、船舶、旅行業などの業種に至っては、正常な事業運営す

ら困難な状況にまで陥っています。いまだ収束時期が全く見通せない状況の中、まさ

にＪＲ発足以来最大の試練を迎えています。 

こうした中においても、ＪＲ産業はこれからも日本を支え、地域を支え、人々の生

活を支え続ける使命があります。ゆえに、私たちＪＲ連合は、ＪＲをけん引する労働

組合として、責任を持ってＪＲ産業を守り、ＪＲ産業を支える全ての仲間の雇用を守

り、そして、ご家族の皆様とともにいつまでも安心して生活が送れるよう、ＪＲ連合

に加盟する全ての労働組合と全力で取り組んで参ります。 

 

幸い、現時点でＪＲ産業を構成する様々な企業は働く仲間の雇用を守る姿勢を示し

ています。事態の長期化が懸念されますが、ＪＲ連合は、事態が長期化したとしても、

ＪＲ産業における全ての企業が雇用をはじめとした働く環境の確保を講じるよう加

盟する全ての単組と連携して取り組みます。現に収益が大幅に減少している企業では、

一時帰休といった勤務調整が始まっていますが、ＪＲ連合に加盟する労働組合と企業

との間で休業補償などについて丁寧な労使協議に取り組んでいます。ＪＲ連合として

もそうした労使の取り組みをエリア連合とともにしっかりと支えていきます。 

一方で、各社が雇用を含めた労働環境を維持できるように、政府・行政に対し政策

的観点からの働きかけを行うことも極めて重要です。本日、ＪＲ連合は個別労使では

解決できない課題について緊急政策提言として、政党や行政に対し要請行動を展開し

ました。今後も皆さんの雇用とＪＲ産業を守る観点から必要な政策提言を間断なく策

定し、各方面に対して積極的に働きかけていきます。 

 

昨日政府から、東京都をはじめとした７都府県を対象とする緊急事態宣言が発せら

れました。それに伴い多くの産業が事業を休止する一方、ＪＲは引き続き人々の大切

な足として事業を継続します。感染拡大という不安がよぎる中でも、国民のため、地

域のため、今日も社会生活を支え続ける多くの仲間がいます。そうした仲間に想いを

馳せ、ＪＲ産業で働く全ての仲間の安心のために、そしてＪＲ産業の明るい将来のた

めに、みんなで力を合わせて難局を乗り越えていきましょう。 

 

２０２０年４月８日 

Ｊ Ｒ 連 合 


